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　こんにちは。きょう、こちらの方に

お越しくださいまして、ありがとうご

ざいます。よりよい譲渡のためのシェ

ルターケアということで、動物の福祉

に関してアメリカでも、日本でも、そ

して世界じゅうで非常に重要なお話で

す。

    パメラ・バーンズと申します。そして私、ハワイアン

ヒューメインソサエティのＣＥＯです。もう 20 年間Ｃ

ＥＯを務めさせていただいております。それほど年を

とってるとは見えませんでしょう。このハワイアン

ヒューメインソサエティですが、ハワイで 1883 年に設

立されました非常に古い組織であります。そのほかのア

メリカの組織と比べますとかなり古いということが言え

ます。

　私どもは非営利団体です。私どもはこのチャリティー

団体によります寄附に依存しております。そしてオープ

ンアドミッションということで、オアフ島で行っており

ます。大体、100 万人の人口がありまして、どのような

動物も拒否しないというポリシーで行っております。そ

して 30 万匹の動物がおります。

　まず、コメントなんですが、アメリカでは少しイギリ

スと状態が違うということが言えます。それぞれの

ヒューメインソサエティがアメリカにあるわけなんです

けれども、完全に別個なものになっております。ほかの

ヒューメインソサエティとは独立しております。そして

我々ですが、このヒューメインソサエティの各支部とい

うことにはなっていません、独立しております。英国で

はＲＳＰＣＡがこのピラミッドの一番頂にいて、そして

指示、支部などがその下にあるというふうになっている

わけなんですが、一方アメリカではそれぞれ我々が独立

した形で仕事をしております。 

　ですから、このヒューメインソサエティの指示、支援

をするわけなんですけれど、そのお金が適切なところに

行くかどうかということの確認が必要だということにな

ります。そしてこのヒューメインソサエティですが、オ

アフ島でこのような組織を持っているわけです。このハ

ワイの州、あるいは郡と契約をしております。したがっ

て、我々がヒューメインソサエティで政府との契約が

あって、動物の管理の契約をしております。

　その結果といたしまして、我々はすべての動物を受け

入れております。例えば、もう飼い主があきらめてしまっ

たもの、迷子になった動物、それからまた行方不明になっ

た動物、どんな動物でも我々のドアのところに来る動物、

犬でも猫でも、それからまたいろいろな動物であります

が、ヤギも来る場合もあります。そしてまた、馬も面倒

を見ることがあります。すべての動物、どんな動物でも

拒否いたしません。オープンドアのシェルターで、すべ

ての動物を受けて入れております。

　この私のきょうの発表ですけれども、特にいろいろな

サービスを我々は提供しているわけなんですが、その中

の一つの譲渡についてお話をしたいと思います。この譲

渡、あるいはリホーミングと呼んでおりますが、動物の

リホーミングをしておりますが、そのほかのサービスに

も特化しております。例えば、この迷子になった動物を

飼い主に戻すとか、あるいは虐待、あるいはいじめを調
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査する。そしてまた、そのほかの特徴といたしまして、

ハワイですが、よりペットフレンドリーな場所にしたい

というふうに努力をしております。

　この法令を通過させる、ペットフレンドリーのレンタ

ルなどの法令を通過させることにより、そしてペットを

しばらくの間見ることができるように、そして政府、そ

して地域社会でありますが、より多くの公園に動物、あ

るいは犬が行けるようにしたいというふうに思っていま

す。

　それからペットとともに、例えばペットビジテーショ

ンプログラムということで、動物にも行けるように、そ

れからまた、ペットを失った人たち、すなわち自分たち

の伴侶動物を亡くしてしまったという人たちに来ても

らって、カウンセルをしております。グループのセッショ

ンを行いまして、そしてそのような悲しみからどのよう

に立ち直ってもらうかというようなことをしています。

　きょうは私のお話ですが、譲渡のお話をしていきます。

この譲渡なんですけれども、大体 5,900 匹以上を譲渡し

ております。主に犬、猫なんですが、ウサギも、鳥も、

モルモット、ヤギ、馬などもおります。ドアに、そこに

来たすべての動物の譲渡先を探すということをしている

わけです。 

　このような譲渡の成功の秘訣なんですけれども、先ほ

ども申し上げましたけれど、非常に大事なことといたし

まして、非常に質の高い動物を地域社会に提供するとい

うことです。１匹でも非常に攻撃的な犬がいて、それを

譲渡してしまって、その悪いうわさが立ちますともう絶

対このシェルターに戻って来てくれません。動物を譲渡

したいというような気分がなくなってしまうということ

になるわけです。したがいまして、この短期的に見ると

いうことも非常に重要です。動物を譲渡するというのは

大事です。しかしながら、長期的にもその譲渡の質とい

うこと、これが非常に重要だということが言えます。将

来、より多くの動物、よりよい家庭に行ってもらうとい

うチャンスが開くわけです。

　さまざまなリソース、資源、教育、それからまた、そ

の譲渡先にとっても教育が必要です。一つ一つの譲渡に

おきまして、我々が提供するもの、これが成功しなけれ

ばならないわけです。そして何百ドルもの資源を投入し

ております。そしてこの若い動物、若くてそして病気な

動物でありますが、ボランティアのところに行きまして、

そして健全になるまで待ちます。そして譲渡を待ってい

るシェルターの動物ですが、この動物たちはトレーニン

グプログラムがありますので、その行動のトレーニング

を受けます。基本的なしつけをしてみて、そしてまた、

この譲渡先の人々にとって、非常に魅力的なものにする

わけです。

　そして、この将来の飼い主ですが、アドバイザーにあ

りまして、そして動物のニーズがなんであるかというこ

と、それからまた、財政的、あるいは個人のコミットメ

ントということをしてもらうわけです。この動物のタイ

プによって違うわけですけれども、このような生涯のコ

ミットメントというのがどういうふうになるかというの

は違ってまいりますけれども、我々は譲渡後のヘルスケ

アを、２週間なんですけれども、提供しております。そ

してこれはチャージなしで、無料で提供しております。

また、この行動のしつけですが、そのペットの生涯にわ

たってのアドバイスを行います。このプレゼンテーショ

ンではそれぞれもう少し詳細にお話をしてまいりたいと

思います。 

    ここでもまた、先ほど申し上げましたけれども、非常

に健全な、質の高い動物を譲渡するようにしております。

このような動物でありますが、もちろんギャランティー

というのはありませんけれども、しかし適切な動物を、

家族の生活に行ってもらうということです。そして、行

動の適切性があるかどうかということを見ております。

　非常に危険な、攻撃的な動物というのは決して譲渡し
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ないようにしなければなりません。

　ですから、犬でかなり攻撃的であるというような兆候

が見られましたら、スタッフに対して、この行動のアセ

スメントをしている間に、こういう犬がいるというよう

になりますと、安楽死になるわけです。我々のシェルター

での安楽死の基準というのは非常に社会化できない犬が

いる、猫がいるというような場合にはその対象となりま

す。そしてこの質の高いヘルスケアというのは非常に重

要だということが言えます。

　動物が譲渡される前に、さまざまな健康診断が行われ

ます。寄生虫の予防であるとか、それから軽い病気の治

療などを行います。そしてまた、我々は、すべての動物

ですが、この譲渡に供するわけなんですけど、すべての

犬、猫、それからウサギ、それからオスのモルモットで

すが、去勢あるいは不妊手術が行われます。すべての犬、

猫、ウサギ、それからオスのモルモットは去勢あるいは

不妊を譲渡の前に行われます。この不妊手術、去勢手術

でありますが、犬、猫ですが、８週齢以降行います。

　もちろん動物が我々のところに来て、８週齢以降であ

れば、譲渡の前に去勢・不妊を行います。犬、猫で小さ

い、あるいは２ポンド、これがいき値になっております

けれども、不妊、去勢術を行います。そして、譲渡前に

不妊・去勢術をすることによりまして、このような動物

がきちんと去勢される、不妊されるということ、何もし

ないままでホームに渡して、そしてペットの飼い主に

やってもらうということを期待するのではなく、先にし

ております。 

f T O m p bU z œ p f w q \ t

t M q V t R h z ? ‚ ‹ p R h q M O O s ø

t x z c 7 s t z œ ´ w q \ t ¥

» › ‘ o O Z p b { G . w ¥

» ´ U M b { œ › ‘ o z t

Æ I t x ª a W z f T h $ s J U K z

K M x H ` t ‘ o JU K q M

x z b y ‘ M ´ U M b w p z œ _ o

O q M O \ q z f ‘ o K w ‚ p q = ‘

o O q M O \ q z f ‘ o ¥ » › ‘ o

M ‘ o z f t ‘ o X b { f ‘ o l h q V t

x Æ I w j U p V o M q M O O

b { f ‘o z ˝ w œ p b

t t x z \ w O s ´ w ¥ » ›

U s Z y z V j q O\ q U p V

œ z b i Z p \ w ‘ o X h q \ t

V ‘ h {

y f T h z Ø ‹ q M h ‘ ‘ o z t

G s ¯ ˘ U M b { S X w h t l o X q M

O \ q p z C $ s z « Q y [ U A p K q T z K

M x t [ s p b Z r zf w T h X ^ w z

f w ‡ £ » p t H ` z K M x > ' U u M q

M O \ q p z f w O s J U K X t 0 ‘ ‘ o z

G s / o z f ‘ o z f l o [ s r ‘ o

S b {A B t B ⁄B_B : A

A B t B ⁄B_B : A

A B t B ⁄B_B : A

y f T z ˜ Ł ˙ ‹ z q =

w Ø ‹ U K b { œ p ¸ º

„ – ⁄ ´ t M œ t 0 ‘ o l o

U z t X s p b Z r z f



25Workshop Ⅳ Shelter Animal Care ̶ For Better Adoptions

ラムから卒業いたします。ボランティアを使いまして、

非常にこれはボランティア主導型の組織です。また、プ

ログラムはそのようになっております。ドッグウオー

カー、すなわち散歩をさせてくれる、それからトレーニ

ングをさせてくれる人、そしてこのリードでもってどの

ように歩いたらいいのか、またソーシャライザー、犬、

猫両方ですけれども、シェルターで社会性を身につける

トレーニングをする人がおります。

　それからまた、動物といたしまして、皆様方、私たち

もそうですけれども、多くの時間を使って、そしてまた、

何とかすばらしい優しい家庭、家族を見つけようとして

おります。そして我々は養成強化の方式だけを使ってお

ります。これが基本的なトレーニングとなっております、

犬、猫の。そして、クリッカー方法というのを使ってお

ります。クリッカートレーニングというのを御存じの方

いらっしゃいますでしょうか、かちかち鳴らして、そし

てトレーニングをするというものですけれども、非常に

ポジティブなやり方のトレーニングです、犬、猫で行い

ます。

　猫に対しまして、どのように座ったらいいかというこ

と、お座りというのをクリッカートレーニングで行って

おります。それからまた、ハイファイブですけど、この

養成強化を使っております。この猫ちゃんにそのような

ことを教えることによりまして、この潜在的な飼い主に

非常にアピーリングだということが言えます。それから

また、犬に対しましては、首輪を使うかわりに犬のハー

ネスのようなもの、ジェントルリーダーを使っておりま

す。したがって、トレーニングが簡単になるということ、

よいペットになってもらうために口輪を使わずに、この

ジェントルリーダーを使っています。

　それから譲渡のカウンセリング、スクリーニングです

が、これは動物を助けるのと同時に、人についていろい

ろなサービスがあるわけであります。顧客のサービスで

すけれども、これは非常に譲渡先の関係を確立するとい

うことが大事になってまいります。

　人々が我々の施設に動物譲渡のために来る場合に、

我々は一般的には非常に責任のある、そしてまた、情け

のあるいい人だというふうに予想しているわけです。

我々のシェルターに来て、そして新しい家族となるペッ

トを得たいと思ってきているというふうに思うわけで

す。しかしながら、我々の譲渡カウンセラーはやはり、

この譲渡先の人々が非常にロジカルな意思決定をしてい

るかどうかというのを見たいわけです。新しい家族とな

るペットを譲渡してもらうわけですけれども、いろいろ

と見たいと思うわけです。

　将来、一体我々の人生が今から５年後どなるかという

のはわからないわけです。ですけれども、人々と話して、

そしてこのような将来の譲渡先で、どのような生活環境

なのか、それから引っ越しの予定はあるのか、そしてま

た、赤ちゃんをつくる予定があるのかとか、それからま

た赤ちゃんができるのにこの犬の譲渡を同時にしたいと

いう、これは意思決定として正しい時期なのかというこ

とで、ハワイアンヒューメインソサエティにおきまして

はアドバイザーの形をとって、そして情報の提供である

とかをしております。そしてまた、意思決定にかかわる

ようにしたいというふうに思っております。すなわちこ

れをしなければいけない、そして、こうしなさいと、こ

れはまだ譲渡にはあなたたちは適してないですよとい

う、そのような決定的な言葉を言うものではありません。

　そしてできるだけ、食べ物を食べていくため、あるい

はその狩猟のため、あるいはただ単に番犬として使うた

めだけというものでは好ましくない。ＲＳＰＣＡと違っ

て、我々はフォローアップをするために、譲渡後に調査

に行くということはいたしません。時によりましては、

犬によっては、主に犬なんですけれども、メディアの方

が例えば、ほかの市よりもこっちの市の方がいいという

ことで、人気取りのためにメディアを使うということが

あります。ラッシーもそうなんですけれども、ラッシー

も非常に人気があるわけです。英国ではフレイジャーと

いうテレビショーがあります。ジャックラッセルという

犬が出てきております。そして非常にうまくトレーニン

グがされていて、そしてまた、一体ジャックラッセルが

テレビで行動しているようにさせるためにはどれぐらい

の努力が必要かということはわからないわけです。

　いろいろな人に話しますと、犬の、例えばジャックラッ

セルなどですが、どれぐらいの努力が費やされているか

ということ、我々のところに来た同僚が最近いるんです

けれども、非常に子犬のときにはかわいいけれども、し
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かしながらどのような活動、あるいは作業、トレーニン

グが必要かということ、いい家族のペットにするために

はどれだけの努力が必要だったかということは余り考え

ないということになります。

　オバマ大統領ですが、ポルトガルウオータードッグを、

今、飼っております。一体、これから６カ月あるいは１

年の間にこの種を見るということ、どれぐらい見るで

しょうか。このポルトガルウオータードッグというのは、

非常に人気が出てきております。メディアですが、非常

に特定の種が、これがいい、すばらしいということを広

告するわけです。したがって、我々はカウンセリングを

するときに、いいマッチングかどうかということ、人々

と動物の間にマッチングはどうかというのは、ただ単に、

メディアでいいからといって飼うということではだめな

わけです。

　このポルトガルウオータードッグですけれども、これ

はこのヒューメインソサエティの駐車場ですが、以前に

その２回譲渡された、そして３回目であったということ

で、これは非常にすばらしい犬なんですけれども、でも、

この犬のためにエネルギーとそれから時間がありますか

と聞きました。そして、はいもちろんというふうに言っ

たんですけれども、次の週戻ってきました。

　ですから、次の犬ですけれども、今度はホームにいろ

いろなボーダーコリーがいるんですけれども、その犬の

ニーズは一体何なのかということ、これを十分考えて、

またトレーニングをしなければならないというふうに

思っております、戻ってこないように。 

   さて、やはり譲渡を成功させるためにはどうするか、

それはやはり施設です。清潔であり、魅力的で、そして

フレンドリーな、歓迎してくれるような雰囲気というも

のが必要です。人を迎えてくれるような雰囲気が必要な

んです。我々の施設の中では、コミュニティーキャット

ハウスというものがあるんですけれども、ここでは猫が

15 匹から 20 匹一緒に入れられているんです、同じ部屋

にいるわけです。そしてビジターがやってきますと、歓

迎してくれるわけです。キャットハウスの中に入ってい

ただき、そして猫と触れ合っていただくということがで

きるわけです。

　それに加えまして、それぞれの犬舎では犬や猫に対す

るプロフィールを掲示しています。どういった行動があ

るか、そして我々がみんなが知りたいと思うようなとこ

ろ、例えばエネルギーいっぱいの犬であるとか、子供が

好きな犬だとか、そういったようなキャラクター、特性

を掲示しています。

　それからシェルターですけれども、300 匹は一つの

シェルターに収容しています。そして、75 匹の犬があ

りまして、たくさんの犬がいるわけです。そして、譲渡

を待っているわけですけれども、これらもやはりボラン

ティアやスタッフが必ずこの犬舎を清潔にしているとい

うことが必要。それから犬がおとなしく、落ちついてい

るということが必要だと思います。そうするとビジター

の方々にとっても魅力的であるということがわかりま

す。 

    それからもう一つ、譲渡に関する問題ということです

けれども、やはりメディアが推進する譲渡というものが

あるわけです。私メディアを批判いたしました。すなわ

ち、人気犬種の衝動買いを起こしてしまうというような

ことを申し上げました。しかしながら我々にとりまして

も重要なパートナーなんです。譲渡の促進をしてくれま

す。そしてハワイヒューメイン団体からの紹介というこ

とも言ってくれています。

　それから双方向性のウエブサイトで未来の里親を捜し

ています。これによりまして、人々はウエブサイトを見

て、どういった里親を待っている犬が、あるいは猫がい

るかがわかるわけです。それからテレビのチャンネルの

中では里親探しのペットを紹介してくれるチャンネルも

あるわけです。いろいろな情報も提供してくれるところ

です。こういったＴＶチャンネルは我々無料でもって出
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させてもらっています。

　それから、毎週ですけど、ペット案内の掲示板に広告

を出しています。これに対しても追加的な質問、あるい

はＱ＆Ａですね、質問と答えを書くようなところがあり

ます。譲渡に関する質問に関しましては、あるいは行動

の問題に関してはお答えをするということになります。

それから、新聞の広告に関しまして、ペット案内掲示板

に関しましては有料ですので、私たちはお金を払ってい

ます。ハワイアンヒューメインソサエティがどういった

ものを持っているかということを見せているわけです。

　それから、ペットｺｰというペットショップがあるんで

すけども、契約をしておりまして、いわゆるペットショッ

プなんですけども小売店をたくさん持っております。彼

らの店に我々のペットを置いていただいて、そして里親

探しに協力してもらっています。
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が我々の方に持って来ていただいて、そして無料でもっ

て２週間治療を行うということになっています。

　それに加えまして、動物が我々から譲渡されますと地

域の獣医師を紹介するというプログラムがあります。獣

医師も無料で最初の訪問では治療してくれるわけです、

診断してくれるわけです。完全な形で評価する、診断を

してくれます。ですから、できるだけ早く何か問題があ

れば診断をして、そして出戻りをしないということにな

るわけです。

　それから、譲渡後ですけれども、訓練を受けたボラン

ティアがいまして、里親の方に電話をしてくれます。こ

れは３日目、３週間目、そして３カ月目に譲渡後に電話

をするというものです。例えば動物の行動的な問題につ

いての電話をするわけです。これらの行動がシェルター

では見られなかった行動を示されている場合、それらは

その家で初めて見せた行動を示すということもあるわけ

です。猫の場合、よくあるんですけれども、トイレでし

ないということもあります。こういった問題、例えばト

イレで便あるいは尿をしないという場合、こういったも

のに対しても我々のスタッフがサポートするということ

になります。動物の行動トレーニング、これは行政強化

法という形でもってトレーニングをするというアドバイ

スをします。 

    譲渡成功率ですけれども、これも我々は測定していま

す。実際に約 6,000 の譲渡件数がありまして、この中で

は 12％の犬の出戻り率、そして７％の猫の出戻り率と

なっています。我々にとりまして、譲渡して成功すると

いうのは非常に重要なことでありまして、行動の問題が

あるわけですけれども、例えばシェルターでの行動と、

そして譲渡先での行動というものが違うということがあ

ります。これがうまくいかないという場合、あるいは猫

がほかの猫とうまくいかないという場合もあります。こ

れはできるだけ里親に対して譲渡を促進しています。ト

ライしてください、動物がどのように行動するか、家で

どうするかは我々にはわからないということでトライし

てくださいと言うんです。

　そして、もしそれがうまくいきそうであれば、我々に

返すということよりも頑張っていただきたい。そしてで

きるだけ、例えば我々に戻さなければならない場合も、

罪悪感を感じないでいただきたいというふうに言ってい

ます。うまくいかない場合は戻してください、そして、

もう一つの機会、ほかによい猫や犬がないかどうかも探

してみるという機会も提供しているわけです。

　これが我々の譲渡プログラムの概要ということになり

ます。どれだけ重要かと、すなわち、シェルターの環境

の中で動物が譲渡すると、譲渡されるということがどれ

だけ重要か、それはやはり質の高いプログラムであると

か、やはりプロフェッショナリズムが必要です。それに

よって一般市民が自信を持って里親になることができる

わけであります。そして自分たちの家に迎え入れること

ができるということになると思います。 

　御清聴ありがとうございました。

○山﨑恵子

　いろいろと情報満載の御発表をありがとうございまし

た。今、ちょっと思い浮かんだことを一つだけ申し上げ

たいと思います。先生がおっしゃった、一番大切な、だ

めであれば戻してくださいというのは、これは実は本当

に大切なことなんです。譲渡している団体だけではなく
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て、犬を売っているブリーダーさんなどもそうですが、

もし何かがあってだめであったら、必ずうちに戻してく

ださいねと言う方のみ信用してください。出しちまった

ら関係ないというような方は信用できる譲渡や販売をし

ていません。だめだったら必ず、この子はどっかへやっ

ちゃわないでうちに戻してくださいということを、念を

押されれば押されるほどこの人は信用できるなというふ

うに私は思います。次に、日本を代表していただきまし

て兵庫県の動物愛護センターの三谷先生に御登場いただ

きたいと思います。よろしくお願いいたします。


